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6月～7月のおもな地震活動

・新連載　続・揺れのお話 ・スタートレックと北海道日高山脈と
・新連載　活断層お国めぐり

岐阜測候所に大正4年に設置され、関東大地震の揺れを記録し、さらに昭和52年まで現役で使用されていた今村式強震計。
その後、岐阜県立博物館に移管され、現在にいたっています。写真は、平成4年に岐阜県立博物館で撮影したもの。強震計
の台に張られたプレートから製造者は東京の当時浅草区にあった教育品製造株式会社で、調査の結果、明石製作所、現在の
株式会社アカシの前身であることが分かりました。

③ 石川県西方沖（軽傷者3名、非住家一部破損等：6月7日現在）
④ 熊本県熊本地方（重傷者1名、非住家一部破損等：6月12日現
在）

⑤、⑥　東海道沖（深発地震）
⑦、⑬　台湾付近
⑧ 奄美大島東方沖
⑨ 種子島近海
⑩ 新島・神津島近海（死者1名、住家一部破損等：7月7日現在）
⑪ 新島・神津島近海（崖崩れ、住家一部破損等：7月14日現在）
⑫ オホーツク海南部（深発地震）
⑭ 新島・神津島近海（負傷者10名、崖崩れ、住家一部破損等：7
月19日現在）

⑮ 茨城県沖（断水26戸、住家一部破損等：7月21日現在）
⑯ 千葉県東方沖
⑰ 三宅島近海（軽傷者1名、崖崩れ、住家一部破損等：7月30日
現在）

※被害の報告は自治省消防庁によるものです。

世界の地震
M7.0以上あるいは死者50人以上の被害を伴った地震は以下のと

おりです（発生日は日本時間、MはUSGSによるものです）。
・6月5日
インドネシア　スマトラ島南部（M：8.0 死者90名：6月12日
現在）
※被害は、インドネシア政府によるものです。
・6月18日
南インド洋（M：7.8）

（気象庁、文責：福満）

図の見方は「なゐふる」No.2 p.8をご覧下さい。

2000年6月～7月にかけて観測されたマグニチュード（M）3.0以
上の地震回数は図中、6,460回です。このうち、M5.0以上の地震回
数は56回でした。この期間、震度4以上が観測された地震は170回
でした。
6月26日から始まった三宅島近海～新島・神津島近海の地震活動

は、その活動域が移動し、それぞれの活動域ごとに活発な期間とそ
うでない期間を繰り返しています。7月31日現在、これらの活動は
継続しています。期間中、震度6弱を4回、震度5強を5回、震度5
弱を8回、震度4を145回観測しました（図中には、震度6弱以上が
観測された地震を掲載しました）。
① 千葉県北東部（軽傷者1名、住家一部破損等：6月4日現在）
② 奄美大島近海

月/日　時:分　最大震度�
震源の深さ　規　模�

番号�

6/7   06 : 16   5弱�
  22km　M＝6.1

③�

7/10　18 : 58　1�
 393km　M＝5.7

⑫�

2000年6月1日～2000年7月31日　M≧3.0　地震数＝6460

7/21  03 : 39  5弱�
  49km　M＝6.0

⑮�

6/3   17 : 54   5弱�
  48km　M＝6.0

①�

7/21　14 : 16　3�
  46km　M＝5.6

⑯�
6/8   09 : 32   5弱�
  10km　M＝4.8

④�

6/25　15 : 34　4�
  48km　M＝5.9

⑨�

6/6　 23 : 57 　3�
  88km　M＝6.1

②�

⑩ 7/1　16 : 01  6弱  15km  M＝6.4�
⑪ 7/9　03 : 57  6弱  14km  M＝6.1�
⑭ 7/15 10 : 30  6弱    5km  M＝6.3�
⑰ 7/30 21 : 25  6弱  18km  M＝6.4

⑤ 6/10  07 : 35  無感  504km  M＝6.1�
⑥ 6/10  08 : 31 2 528km  M＝6.5

6/15　20 : 10　2�
  89km　M＝5.8

⑧�
⑦ 6/11  03 : 23 1 33km  M＝6.2�
⑬ 7/14  09 : 07  無感  70km  M＝6.0
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9月1日、小学校の始業式の日、しかも土曜日で子
供達はすでに家に帰り昼食をとろうとしていたさな
か、南関東一帯を襲う大地震が発生しました。午前中
は低気圧の影響による荒れ模様の天気で、昼前より晴
れ間も見えるようになりましたが、強めの風が依然残
っていたようです。震源は小田原の北、松田付近で、
震源断層はそこから東南東の相模湾から房総半島南部
の方へと広がりました（詳細は「なゐふる」No.3参
照）。11時58分32秒に震源を発した地震波（P波）は、
北東に向かっては、東京に11時58分44秒、仙台11時
59分21秒、函館12時0分13秒、さらに当時日本領で
あった南樺太の大泊（おおどまり）に12時1分20秒
に到達しました。また南西に向かっては、岐阜に11
時59分2秒、下関11時59分35秒、さらに九州、沖縄
を経て、これも日本領であった台湾の台北に12時1分
49秒に到達しました。図は地震発生後各地の測候所
の地震計が記録した揺れの様子です（これらの記録は、
気象庁地震火山部地震津波監視課に保管されている地
震記録の写真から筆者がトレースしたものです）。
関東大地震当時すでに日本には地震計を設置してい
る測候所が60余り、さらに東大、京大、東北大等の
大学でも地震観測が行われていました。それらの観測
所の地震計が地震発生後、3分余りの間に次々と動き
だしたのです。当時用いられていた地震計は、大森式
地動計、大森式微動計、大森式簡単微動計、中村式簡
単微動計、今村式強震計等です。それぞれ考案者の名
前が冠されています。表紙の写真は岐阜測候所で、関
東大地震の揺れを振り切れることなく完全に記録した
今村式強震計です。
地震計には、今も昔も振り子が使われています。振
り子を不動点として、振り子の先に付けられたペンが、
地面とともに動くドラム上の記録紙に、揺れの様子を
描くのです。現在では、振り子の相対的動きを電気信
号に変え、増幅器によって信号を大きくして記録する
電磁式地震計が主流ですが、当時は振り子の微細な動
きをテコの原理で拡大する機械式地震計が主流でし
た。このため記録紙を巻くドラムも、ゼンマイと歯車
を駆使し、地震が何時起こっても揺れを記録できるよ
う、常時回り続ける工夫がされていました。明治30
年頃に開発された大森式地動計は常時観測を可能にし
た最初の地震計です。
地震計本体の振り子は、それぞれ固有の周期（振り
子を振った時にもとの位置に戻るまでの時間）をもち、

その周期より短い周期の揺れに対して不動点となる性
質を持っています。従って、振り子の固有周期が長い
程、ゆっくりとした地面の動きまで、正確に記録でき
るようになります。大森式地動計の固有周期は長いも
のでは30秒もありました。ちなみに倍率は20倍です。
しかしながら、固有周期が長い振り子は装置が大がか
りで、保守管理も大変なので、一般の測候所では使い
にくい。このため固有周期を5秒程度に押さえてコン
パクトにしたのが、簡単微動計で、その名の通り持ち
運び“簡単”（実際にはかなり重い）、保守管理“簡単”
で倍率は20～50倍が標準でした。一方、大森式微動
計は、大森式地動計の倍率を120倍まで上げたもの、
今村式強震計は簡単微動計の倍率を2倍まで下げ、強
い揺れでも振り切れないようにしたものです。関東大
地震は、地震の規模が大きく日本各地に大きな揺れが
伝わったために、今村式強震計以外の地震計の記録は、
ほとんど途中で振り切れてしまいました。図で大泊、
福岡、台北の記録が周期の長い波を記録していますが、
これらが大森式地動計による記録で、他の地点は、簡
単微動計か強震計による記録です。
ところで、当時の世間と地震学者の関係を、気象学
者でのちに中央気象台長になる藤原咲平の文章に見る
ことができます（思想、大正12年11月）。藤原は、相
当思慮ある人から「あんな大地震であるのに前兆が分
からなかったという筈がない」という不満を聞いたり、
地震に関する掲示を見て「今頃其んな事を云うたとて
後の祭りだ」と冷笑する通行人を見て憤慨し、「兎も
角此有名な地震國に只大森、今村、中村、須田の四人
の外ない地震學者に餘り多きを望む事の非なるを云い
たい。人間五尺の身體のからくりを調べるのに何人も
の醫者や生理学者が居ると思われるが……急性の發病
を豫言し得るものが一人でもあるだろうか。又病氣に
なってから急に醫者に頼むが一般の習慣であるのに、
地震が有ってからの地震學者の研究調査を冷笑するの
は病氣になってから醫者に相談するは馬鹿らしいと云
うと一般で不合理たる事固より明白ではあるまいか。」
後半は多少興奮し過ぎている感もありますが、前半に
出てくる東京帝国大学の大森房吉、今村明恒、中央気
象台の中村左衛門太郎、神戸海洋気象台の須田 次
など、少ない人数で日本の地震学を支えていたことは
事実です。
明治24年の濃尾地震以来、地震予知と震災軽減を

目的に文部省所管の震災予防調査会が設けられ、日本

新連載

続・揺れのお話続・揺れのお話続・揺れのお話続・揺れのお話

第1回　
大正12年9月1日11時58分32秒
関東大地震発生
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の地震学の中心となって活動を続けていました。関東
大地震発生当時、会長であった東大教授の大森房吉は
病に倒れ、代わって助教授の今村明恒が会を率いて、
関東大地震の学術調査ならびに記録をまとめることに
なりました。今日我々が見る“震災予防調査会報告”
百号（全五巻）がその成果ですが、その道のりは相当
厳しかったようです。今村が、学術調査に関する予算
措置を政府に要求しようとした地震直後の9月15日の
彼の日記（科学知識、大正12年10月）によれば、「震
災豫防調査会なるものが世に認められて居ないのみな
らず、文部省のお役人にまで了解せられて居なかった」
とあり、また上述の報告書も、三巻分は政府の予算で
出版されましたが、その後、政府が援助を渋り、建
築・土木関係の二巻の出版が途中で不可能に陥ったよ
うです。その際今村は、政府はもちろん各方面の篤志
家に寄付を働きかけ、ようやく全巻出版にこぎつけた
のです。全巻出版は大正15年のことです。新聞や雑
誌では、震災後毎日のように今村、中村、須田などを

“地震学の泰斗”として、その動向や発言を取り上げ
ていますが、それとは裏腹に、当時の政府は地震研究
や震災対策に対しそれほど理解があったわけではなか
ったようです＊。
それでも各方面の努力によって、様々な困難が克服

され、先の報告書のほかにも、多くの貴重な資料がま
とめられました。今日我々は、それらの資料によって
関東大地震の実像に接することができます。またさら
にその後の学問や技術の進展を背景に、それらの記録
や資料から、今日でも多くの重要な発見をすることも
できます。「続・揺れのお話」では、関東大地震に関
する観測記録や被害調査資料に焦点を当て、それらを
見直すことによって最近新たに分かってきたことを中
心に、お話する予定です。

＊今村明恒についてさらに詳しく知りたい方は、「今村
明恒の生涯」（山下文男著、青磁社、1989年9月1日
発行）という本があります。

（日本地震学会強震動委員　武村雅之）

関東大地震の際に各地で観測された地震
記録と観測点の位置。ローマ字は観測点
の名前、＋印は震央位置、かっこ内の数
字は震央距離（km）と震央から見た観
測点の方位（北から時計回りの角度）を
示します。各記録の NSは南北方向、
EWは東西方向、UDは上下方向の動き
を示します。L字の横棒は 1分の長さ、
縦棒は記録紙上での 1 cmの長さに対応
し、1分の長さが同じになるようにして
います。記録中のP、S、①、②等は注
目した位相で、PはP波で揺れの始まり、
SはS波の始まりを示します。



最近、とてもショッキングなことがありました。
「スタートレック」という米国の人気TVシリーズを
ご存知でしょうか？24世紀の宇宙を舞台にしたSFな
のですが、そこに「転送装置」なるものが登場しま
す。あたかもファックスを送るように、人間や物を
ある場所からある場所に瞬間移動させるという現実
離れした代物です。こんな装置があれば現在使われ
ている交通機関は全てお払い箱になってしまいます
が、どんなに科学技術が発達したとしてもこんな荒
唐無稽な装置は発明されるはずがないと私は固く信

じていました。ところが、なんとこの魔法のような技
術がもしかしたら可能かも知れないというニュースを
最近耳にしました。原子レベルの非常に小さい物質に
関してはすでに実験が成功しているとのことです
（h t t p : / /www . h o tw i r e d . c o . j p / n ew s / n ew s /
2404.htmlをご覧ください）。「そんなバカなことが！」
ちょっとオーバーですが、自分の世界観が否定された
ような気がして非常にショックでした。これからお話
しすることはこれほどショッキングではないかもしれ
ませんが、皆さんの好奇心を少しでも刺激できればと
考えています。

日高とヒマラヤは兄弟！

さて「北海道にある日高山脈とあのヒマラヤ山脈は
兄弟である」という仮説があります。最近この仮説が
どうも本当らしいということが分かってきました。日
高山脈は2000m級の山々が南北に連なり、長さは約
150 kmあります。かたやヒマラヤは8000m級の山々
を含む長さ2000km以上の巨大な山脈です。大きさか
らいうとずうたいの大きいヒマラヤ山脈は兄貴分で、
その約10分の1の日高山脈は弟分ということになりま
す。この兄弟は生い立ちもよく似ています。実はこれ
ら2つの山脈はどちらも「衝突」によって生まれ、成
長してきたのです。地球上には複数のプレートと呼ば
れる岩盤が存在し、それらプレートが動き回ることに
よって地震が発生し、火山が形成されるのだという考
え方がプレートテクトニクス理論です。この理論によ
るとプレートどうしが衝突する場合も考えられます。
プレートどうしが衝突するとどうなるのでしょう

か？身近な例で考えてみましょう。例えば2台の自動
車が正面衝突する場合を想像してください。自動車の
前半分くらいは強い力で圧縮されて長さが縮み、車体
は波打ったりしわが寄ったり亀裂が入ったりします。
プレートどうしが衝突した場合にも同じようなことが
起こります。車体のしわに相当するものが山脈です。
ヒマラヤ山脈の場合はインドプレートがユーラシアプ
レートに衝突しています。この衝突は今まさに進行し
ている最中で、ヒマラヤ山脈は年々高く高く成長を続
けています。では北海道の日高山脈の場合はどうでし
ょうか。この場合も「衝突」が原因で山脈が形成され
たのですが、プレートどうしの衝突ではありません。
驚くべきことに「日本列島」の北半分と「千島列島」
の西半分が衝突しているらしいのです。日本列島の北
半分とは東北日本を指します。千島列島は北海道東方
の歯舞・色丹・国後・択捉のいわゆる北方領土からカ
ムチャツカ半島までのびています。この千島列島がま

4

図 1 日高山脈付近での衝突の様子（暫定結果）。西進
する千島島弧が東北日本弧と衝突している場所が
日高山脈であると考えられています。
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るごと西に移動していてその先端が東北日本と衝突し
ているらしいのです。この衝突の最前線に北海道があ
り、日高山脈があるというのです（図1）。日高山脈
はヒマラヤ山脈同様、地面にしわが寄ってできたので
す。また、ヒマラヤと同じく日高山脈付近での衝突は
現在も進行中です。

「衝突」が地震の原因

自動車の衝突は一瞬で終わりますが、地面の衝突は
何百万年もかかります。私たちの日常生活の時間感覚
とはあまりにもかけ離れていますね。とてもゆっくり
ですが片時も休むことなく着実に進行していきます。
「衝突」の速さはゆっくりですが、現在も進行中であ
るという点が重要です。自動車の衝突では車体が大き
く壊れたり、亀裂が入ったりしますが、衝突している
山脈付近でも地面が壊れたり、亀裂が入ったりします。
これが地震です。したがって「衝突」が続いている間
は繰り返し繰り返し地震が発生することになります。
体に感じないような微小地震から阪神淡路大震災のよ
うな大きな被害を引き起こす大地震までいろいろな地
震が多数発生します。ただし大地震が毎年発生すると
いうわけではありません。内陸の1つの地域で発生す
る大地震は何千年とか何万年に1回だけです。それで
も100万年の間には何百回という大地震が発生してい
るはずです。ところが体に感じないような微小地震に
なると1日に10～20個も発生しています。「衝突」が
今も続いている証拠です。高感度の地震計を静かな場
所に設置して観測を行うとこれらの微小地震をとらえ
ることができます。

1999年夏から日高山脈の周辺にたくさんの地震計
を設置して、「衝突」の様子を詳しく調べようという
プロジェクトがスタートしました（図2）。北海道大
学、東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学、九
州大学などが参加しています。自然に発生している微
小地震を観測するだけでなく、ダイナマイトを爆発さ
せて人工地震を起こして地震波の伝わり方を調べる実
験も行われます。海底に地震計を設置して陸上ではと
らえることが難しい海域の地震の観測も行います。こ
れらのデータを総合すると「衝突」の姿がよりリアル
に浮かび上がってくるものと期待されています。

自然への畏敬

いかがでしたか？キリスト教の聖書には天地創造の
物語が書かれていますが、大陸や海、山脈の創造は決
して神様のしわざではなく、純粋な自然現象として説
明できるのだということを20世紀の地球科学は明ら
かにしました。北海道の先住民族であるアイヌの人々
にとっては日高山脈は神の山であり信仰の対象でし
た。我々は神の偉業と考えられていた領域にまで踏み
込んでいることになります。そう考えるとちょっと恐
ろしい気がします。これからの100年間、21世紀には
さらに科学的探求は続き、新しいテクノロジーが開発
されるでしょう。スタートレックに出てくる「転送装
置」のような今の常識では考えられないようなものが
ある日突然登場するかも知れません。しかしいつも忘
れてはならないのは自然への畏敬の念だということを
強調して筆を置きたいと思います。
（北海道大学　地震火山研究観測センター　勝俣　啓）

図2 地震観測点の分布。日高山脈付近の衝突の様子を詳しく調査するために
全国の大学が合同で地震観測を行っています（1999～2001年）。
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1995年の兵庫県南部地震以後、直下地震を引き起
こすとされる活断層の危険度評価をすることが急務に
なりました。特に活動度が高いにも関わらず、歴史時
代を通して活動した証拠のない「要注意断層」が真っ
先に取り上げられ、地質調査所ではその中のひとつで
ある国府津―松田断層の活動史調査を平成7～8年度
にかけて実施しました。調査によってあきらかになっ
たことを中心に国府津―松田断層の性質について紹介
します。なお、活断層調査の意義については、「なゐ
ふる」No.10 p.5の「地震学最前線　活断層研究・古

地震学」でくわしく紹介されています。

国府津―松田断層とは

神奈川県小田原市街の北～北東に広がる足柄平野と
その東の大磯丘陵とは直線的な崖によって境されてい
て、ここに国府津―松田断層が通っています。大磯丘
陵は大部分が未固結の堆積物からなり、数十万年前ま
では地層が堆積するような沈降域だったのですが、断
層が活動を始めることによってどんどん高くなり、丘
陵地になりました。足柄平野の西側には箱根火山があ
って、地質時代には大規模な火砕流が何度か噴出しま
した。それらは大磯丘陵ではいろいろなところに分布
していますが、足柄平野にはみられません。実は平野
の地下に埋もれていることがボーリング調査によって
わかりました。つまり足柄平野は長期的には沈降して
いるわけです。このように国府津―松田断層は大磯丘
陵を隆起させ、反対に足柄平野を沈降させる動きを行
ってきました。相模湾のプレート境界域で発生した大
正の関東地震の時には、足柄平野も大磯丘陵もともに
隆起し、国府津―松田断層は活動しなかったと見られ
ています。

長期的な隆起・沈降量

およそ5～6万年前に箱根火山が大規模に噴火し、
東京軽石と呼ばれる軽石層を広範囲に降らせました。
それに引き続いて大規模な火砕流が流下しました。こ
の軽石層、火砕流堆積物が国府津―松田断層によって
どれだけずれているかを明らかにするため、足柄平野
及び大磯丘陵西縁においてボーリング調査と地表地質

図1 国府津―松田断層の位置と、ボーリング調査で得
られた箱根火砕流（東京軽石層）基底の標高分布
（単位m）。
（都立大学山崎晴雄氏と筆者の資料より） 写真1 曽我谷津地区で行われたトレンチと見学者

――神奈川県西部の「要注意断層」、国府津―松田断層――

活断層お国めぐり　第1回�

新連載
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調査を実施しました。図1に軽石層等の分布高度を示
します。断層を挟んでこれらの地層は上下方向に
100m前後ずれていることがわかりました。これは、
断層活動の繰り返しによって累積された値です。仮に
千年あたりどれだけずれるかを求めると（これを平均
変位速度といいます）、100mを5～6万年で割って、
2m/千年程度となります。約7千年前に降下したアカ
ホヤ火山灰を挟む地層が、断層を挟んでおよそ20m
高度差があることが知られています。平均変位速度は
3m/千年程度となります。これらのことから、国府
津―松田断層は2～3m/千年の割合で地盤をずらせ続
けてきたといえます。この値は、断層が千年に1度活
動すると仮定するとその上下変位は2～3m、3千年に
1回だと、6～9mずれることを意味しています。

最新活動時期

国府津―松田断層の活動時期を特定するために、断
層通過位置でトレンチ調査を実施しました。トレンチ
とは細長い溝のことで、壁面に断層運動によって変形
を受けた地層を露出させて、地層の年代測定から断層
の活動時期を推定する調査方法です。調査は5個所で
行われました。そのうちの金子地区の壁面スケッチを
図2に示します。どの地点でも観察された地層は幅広
く変形していて、また小断層、地割れ、地すべり、斜
面崩壊などが観察されました。共通していえる点は、
約3千年前までの地層は地すべりや地割れを伴って大
きく変形していて、変形と同時期に発生したとみられ
る崩壊堆積物に覆われていることもあります。この変
形が国府津―松田断層の活動によるものと判断し、活
動時期を約3千年前と推定しました。3千年前より後
にも地すべりや斜面崩壊が認められることがあります
が、これらは小規模であり、関東地震のようなプレー
ト境界で生じる巨大地震や他の活断層から発生する地

震の強い揺れによって生じたものと考えています。
足柄平野では、約3千年前に単発的に海が進入した

ことが都立大学の山崎さんによって調べられていて、
足柄平野が沈降した証拠とされています。平野にはそ
の後約2,500年前に御殿場泥流という崩壊堆積物が堆
積し、現在微高地を作っていますので、この泥流堆積
以降は平野は沈降していません。これらの結果は、国
府津―松田断層が約3千年前に活動し、その後現在ま
で動いていないことを支持しています。なお、トレン
チ調査などでは、最新活動以前の断層活動時期につい
ては明らかにできませんでした。

断層の危険度評価

断層の活動間隔は、直接明らかにできませんでした
が、地震調査委員会は大磯丘陵側にみられる約6千年
前に形成された段丘の存在から、約6千年前にも断層
運動があった可能性が高いとしています。そうすると
断層の活動間隔は、およそ3千年となって、最新活動
時期からほぼ活動間隔に近い時間が経過していること
になり、地震調査委員会は断層帯から発生する大地震
は今後数百年以内に起こる可能性があるというコメン
トを発表しました。断層が活動すると上下変位量は、
平均変位速度等から10mほどに及ぶことになります。
この値は昨年台湾で起こった大地震の際に生じた断層
の最大変位量と同程度となります。なお、国府津―松
田断層は単独では活動せず、関東地震のようなプレー
ト境界で発生する巨大地震のうち数回に1回の割合で
震源域が国府津―松田断層域に拡大した時のみに活動
するという説もあります。いずれにせよ、国府津―松
田断層の活動履歴については、不明な点がたくさんあ
り、今後さらに調査を行う必要性を感じています。

（地質調査所　水野清秀）

図2 金子地区で行われたトレンチ調査の北側壁面スケッチ。数字は炭素14年代測定値（西暦1950年
から何年前かの値）。暗褐色ローム以下の地層が地すべり面を伴い広く変形しています。
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近年のインターネット環境の普及により、印刷物で
の配布よりは、PDFファイルのような電子ファイル
になった紙面の、インターネットを通じての取得を希
望する方々が増えています。したがって、広報誌「な
ゐふる」配布先および配布方法の見直しをしたいと考
え、「なゐふる」を進呈している団体（約1,500）に下
記のアンケートを行いました（5月初めになゐふる5
月号とともに配布。5月31日回答締め切り）。回答総
数493で、アンケート結果は下記の通りです。ご協力
いただいた方々に感謝いたします。この結果を参考に
しつつ、今後の広報誌なゐふるの配付先・配布方法に
ついて広報委員会で議論を深めていく予定です。

アンケート内容
A1 現在、または近い将来に地震学会ホームページを
見ることができる環境ですか
（はい・いいえ・わかりません）

A2 現在、または近い将来に、地震学会ホームーペー
ジからPDFファイルをダウンロード（取得）でき
る環境ですか。
（はい・いいえ・わかりません）

B 地震学会ホームページから「なゐふる」がPDFフ
ァイルでダウンロード（取得）できない場合（現
状と同じ）
B1 今後も印刷物としての広報誌を郵送して欲し
いですか
（はい・いいえ）

B2 B1で「はい」と答えた方
郵送料の実費負担（1部につき年間600円）は
可能ですか
（はい・いいえ）

C 地震学会ホームページから「なゐふる」がPDFフ
ァイルでダウンロード（取得）できるようになっ
た場合
C1 今後も印刷物としての広報誌を郵送して欲し
いですか

（はい・いいえ）
C2 C1で「はい」と答えた方
郵送料の実費負担は可能ですか
（はい・いいえ）

D その他、「なゐふる」の内容についてご意見・ご
要望がありましたらお書き下さい。

アンケート結果（返答総数493）
はい いいえ わかりません・無回答

A1 388 74 31
A2 326 84 83
B1 215 73
B2 40 170 5
C1 166 271 56
C2 32 126 8

（日本地震学会　広報委員会）

今号より、「続・揺れのお話」と「活断層お国めぐ
り」の2つの新連載が始まりました。
「続・揺れのお話」の執筆者は武村雅之さんです。
新しい連載では、武村さんご自身、「ライフワーク」
と位置付けられている、関東大地震にまつわるさまざ
まなお話が登場する予定です。9月1日は、みなさん
ご存じの通り「防災の日」ですが、これは、関東大震
災の教訓を後世に生かすべく定められたものです。新
連載開始にふさわしいタイミングと言えましょう。
「活断層お国めぐり」では、日本各地の活断層調査
の結果などについてのお話を掲載していく予定です。
今号の水野清秀さんの記事にもある通り、大きな被害
をもたらした1995年の兵庫県南部地震以降、活断層
の危険度評価の重要性が国レベルで再認識され、地質
調査所や地方自治体を中心に、精力的に活断層調査が
行われています。この連載では、活断層に関する知識
をできるだけわかりやすく皆様に届けていきたいと思
っています。

（日本地震学会　広報委員会）

新連載開始のお知らせ

広報誌「なゐふる」
無料送付先へのアンケート結果

広報誌「なゐふる」
無料送付先へのアンケート結果


